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ローマ人への手紙#３４「神の子の義務」8:12～8:17 

2023/12/10 

はじめに 

私たちクリスチャンは肉のうちにあるのではなく、御霊のうちにあります。それは神の

御霊が私たちのうちに住んでいてくださっていることからわかります。神の御霊が私たち

の内住してくださっているということは、三位一体であるキリストと御父も共にいてくだ

さるということです。それは、イザヤが預言した「見よ、おとめが身ごもって男の子を生

むその名はインマヌエル「神が我らと共におられる」ととなえられる」ことの成就でもあ

るのです。 

御霊は、クリスチャンがキリストにあって愛と感謝と喜びに満ちて生きるために、そして

キリストに似る者と整えるために内住してくださっています。この神の御霊は紳士なお方

であり、決して強制はなされません。常に私たちの選択を尊重されるのです。 

聖霊が内住してくださっている重要な理由がもう一つあります。 それは私たちの肉体と

関係しています。私たちの肉体はまだ罪の結果にさらされています。クリスチャンであっ

ても病気になり、老い、死を免れることはできません。しかし、父なる神がイエスになさ

ったことを思い起こしてください。父なる神は御霊よってイエスを死者の中からよみがえ

らせました。私たちとイエスの復活とにはどのような関係があるのでしょうか。それは、

神の霊が私たちのうちに宿ってくださっているのは、神が主イエスになさったと同じよう

に、私たちの死すべき体も聖霊によって復活させるためです。 それはいつ起こるのでし

ょうか、主イエスの再臨の時にそのことが起こります。 

ピリピ 3:20-21 しかし、私たちの国籍は天にあります。そこから主イエス・キリストが救

い主として来られるのを、私たちは待ち望んでいます。キリストは、万物をご自分に従わ

せることさえできる御力によって、私たちの卑しいからだを、ご自分の栄光に輝くからだ

と同じ姿に変えてくださいます。 

パウロは、内住の御霊こそが将来起こる肉体的復活の保証であると教えています。 

8:11 イエスを死者の中からよみがえらせた方の御霊が、あなたがたのうちに住んでおられ

るなら、キリストを死者の中からよみがえらせた方は、あなたがたのうちに住んでおられ

るご自分の御霊によって、あなたがたの死ぬべきからだも生かしてくださいます。 
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これは預言的な約束でした。 

１．クリスチャンの義務 

8:12 ですから、兄弟たちよ、私たちには義務があります。肉に従って生きなければならな

いという、肉に対する義務ではありません。 

「ですから」とは、11 節を受けての接続詞です。つまり、聖霊によって大いなる祝福が

与えられたのですから、自らの義務を考えようということです。この義務という言葉は、

口語訳では「果たすべき責任」、回復訳では「負債」と訳されています。クリスチャンの

義務は、神に対して返すべき負債でもあるのです。 

パウロの書簡を読むと、彼は神に対して負債を負っていると常に感じていたことが分かり

ます。パウロには、「自分はキリストの教会を迫害した罪人の頭であり、最も救われるに

遠い人間であった」という自覚がありました。しかし、そのような罪人の頭が驚くべき神

の憐れみと恵みによって救われたのだから、神に対して大きな負債があると考えていたの

です。そして、彼にとっての負債の返済方法は「異邦人へ福音を宣べ伝える」ことでし

た。 

1:14-15 私は、ギリシア人にも未開の人にも、知識のある人にも知識のない人にも、負い

目のある者です。ですから私としては、ローマにいるあなたがたにも、ぜひ福音を伝えた

いのです。 

このパウロが、私たちクリスチャンには負債があると教えているのです。その負債とはな

にかを見ていきましょう。クリスチャンは救われた後にも肉に従い、罪を犯す可能性があ

ります。いや、可能性どころか日常的に罪を犯してしまいます。しかし、私たちクリスチ

ャンには御霊が住んでいてくださっています。そして御霊の中にいます。パウロはそうで

あるならば、肉に従って生きなければならないという、肉に対する義務ではありません。

といいます。これは前にも語られたことの確認です。 

神は私たちにキリストにある新しい命と聖霊を与えてくださいました。それゆえに未信者

の時のように古い肉の性質の奴隷状態からは解放されています。もう古い肉の性質に対し

て負債を負っていません。つまり、肉に従う義理も必要も全くないのです。肉は私たちに

対していかなる権利も持っていません。 

8:13 もし肉に従って生きるなら、あなたがたは死ぬことになります。しかし、もし御霊に

よってからだの行いを殺すなら、あなたがたは生きます。 
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12 節は未信者とクリスチャンの対比となっています。これは因果の法則です。古い罪の

性質に縛られ肉に従って歩み続けるなら、結果は永遠の死です。つまり肉に従って生きる

とは救われていないことを指しています。それに対してキリストを信じて新しくされ、御

霊に従って悪しき行いを死に追いやり続ける（これが聖化です）クリスチャンは必ず永遠

の命に至ります。このように御霊はキリストにある私たちの心も体も生かそうとしてくだ

さっているのですから、この御霊の働きを妨げず、御霊に従って生きることがキリスト者

の義務です。 

さて、8 章のここまでの個所を注意深く読むと、クリスチャン生活において信者が果たす

べきいくつかの義務がありますので、まとめておきます。 

①信者は肉のものではなく、御霊のものを「心に留め」なければならない。 

②信者は肉に従うのではなく、御霊に従って歩むことを選ばなければならない。 

⓷信者は御霊によって、肉の行いを死に追いやることを要求されている。 

パウロはこの信仰者の義務を軽々しく考えないように、勧めています。快適で霊的チャレ

ンジのない生活を送っていると、自分でも気づかないうちに神に対する情熱を失い、御霊

に対する渇きを失ってしまいます。信仰生活が長くなってくると、霊的の成長も、教会生

活もこんなものかと折り合いをつけてしまいがちです。私たちはもう一度、パウロの勧め

を心にとめ、日々聖霊に取り扱っていただくことを求めましょう。 

２．神の子ども（養子の霊） 

8:14 神の御霊に導かれる人はみな、神の子どもです。 

御霊に従う道は、いのちの道です。なぜなら、神の御霊に導かれる人はみな神の子ども

だからです。 私たちが神の子であることは、 御霊に対する従順によって証明されます。

御霊が私たちを導かれるのであって、あくまでも主体は、導かれる神（御霊）にありま

す。 この聖句には、羊飼いが羊を導くイメージが重なります。私たちは、イエスの霊で

ある御霊という羊飼いに導かれる羊です。イエスは良き牧者であり、クリスチャンはイエ

スの霊である聖霊の声を聴き分け従います。 

ヨハネ 10:14 わたしは良い牧者です。わたしはわたしのものを知っており、わたしのもの

は、わたしを知っています。 
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ヨハネ 10:3～4 門番は牧者のために門を開き、羊たちはその声を聞き分けます。牧者は自

分の羊たちを、それぞれ名を呼んで連れ出します。羊たちをみな外に出すと、牧者はその

先頭に立って行き、羊たちはついて行きます。彼の声を知っているからです。 

神は常に私たちが御霊に従順であることを期待しておられます。私たちは時に不従順にな

ってしまうことがありますが、それでも御霊は、忍耐強く導いてくださいます。神の子ど

もを導くのが、御霊のご性質だからです。 

神の子どもは御霊に導かれています。それが一度救いを経験したなら、二度と救いを失う

ことがないと確信できる根拠です。 私たちが努力するからではなく、御霊が導かれるの

で、救いは完成するのです。  

ピリピ 1：6 あなたがたのうちに良い働きを始められた方は、キリスト・イエスの日が来

るまでにそれを完成させてくださることを私は堅く信じているのです 

同時に、 パウロはこう命令しています。 

ピリピ 2：12 そういうわけですから、 愛する人たち、 いつも従順であったように、 私

がいるときだけでなく、 私のいない今はなおさら、 恐れおののいて自分の救いの達成に

努めなさい 

信仰生活にはバランスが必要です。私は御霊に導かれているので、救いを失うことはな

い。それゆえに救いの達成に努める。これが御霊に従う人の生活態度です。 

8:15 あなたがたは、人を再び恐怖に陥れる、奴隷の霊を受けたのではなく、子とする御霊

を受けたのです。この御霊によって、私たちは「アバ、父」と叫びます。 

子とする御霊とは、「養子の霊」です。御霊は私たちに神の養子になったことを認識させ

る霊です。神のひとり子であるイエス・キリストだけが本来は神の御子ですが、このキリ

ストのゆえに私たちは神の養子にしていただいたのです。これは実子より劣った子どもと

いうことではありません。ちょうど子どものない夫婦が相続を与えるために、特別に選ん

だ者を養子とするように、神は（御子がおられるにも関わらず）私たちにも相続を与えよ

うと特別に選んで養子にしてくださったのです。そして養子に迎え入れられた瞬間に過去

の罪との古い関係は終了し、父なる神との新しい親子関係に入ったのです。 

また、私たちが聖霊をいただいているのは、何か不思議な業ができることでもなく、聖人

のような生活をするためでもなく、神に対して「アバ父よ」と呼びかけることができるよ

うになるためです。「アバ」という言葉は当時のユダヤ人が多く使っていたアラム語で
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す。パパとかママと同じ様に、おそらく幼児が発する音から発生した言葉だろうと言われ

ています。「呼ぶ」とは 深い感情が伴った呼びかけを意味する動詞です。英語で「call」

ではなく、「cry」です（ギリシア語ではクラゾウ）。大切なことは、ほかならぬイエスご

自身が神に対して、アバ父よと呼びかけておられたことです。 

マルコ 14:36 そしてこう言われた。「アバ、父よ、あなたは何でもおできになります。ど

うか、この杯をわたしから取り去ってください。しかし、わたしの望むことではなく、あ

なたがお望みになることが行われますように。」 

これは、ゲツセマネの園でのイエスの祈りの言葉です。 イエスは苦悶の中から父なる神

に「アバ」 と叫ばれました。そして、弟子たちにも神に対して父よと呼びかけるように

教えられていたのです。それこそが神の子どもにふさわしいことだからです。喜びの日に

も、苦しみの日にも、どんな時にも神に対してアバ父よと呼びかけ祈ることが許されてい

るのは何という幸いでしょうか。 

8:16 御霊ご自身が、私たちの霊とともに、私たちが神の子どもであることを証ししてくだ

さいます 

ユダヤ人は神を「アバ」とは呼びません。しかし 私たちは神を「アバ」と呼びます。そ

れは、クリスチャンの信仰の表現であり、実践でもあります。そのとき、御霊が私たちの

霊に確証を与えてくださいます。それは「確かに私は神の子である」という確証です。 

３．神の相続人 

義認、聖化と学んできましたが、ここで聖化についての教えが終わります。そしてこの

17 節は次の栄化の教えの架け橋となっています。 

8:17 子どもであるなら、相続人でもあります。私たちはキリストと、栄光をともに受ける

ために苦難をともにしているのですから、神の相続人であり、キリストとともに共同相続

人なのです 

クリスチャンに与えられている素晴らしい特権の一つは神の相続人とされているというこ

とです。この真理は 他のパウロ書簡でも教えられています。  

ガラテヤ 4：7 ですから、あなたはもはや奴隷ではなく、子です。子であれば、神による

相続人です。（テトス 3：7 も参照） 
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 クリスチャンは、キリストとの共同相続人とされました。つまり、キリストが父なる神

から相続されるものを、私たちも受けるということです。これは、預言的言葉です。キリ

ストが何をお受けになるのかを考えると、私たちに約束されている祝福の大きさに仰天さ

せられます。キリストはやがて地上の王国をお受けになります。そして、私たちはその共

同相続人となるのです。 

キリストは苦難を通過して栄光に入られました。私たちは今、キリストのうちにありま

す。つまり、キリストに起こったことは、私たちクリスチャンにも起こるということで

す。 私たちは、キリストが通過したのと同じ道を通り栄光に入ります。苦難の意味につ

いて、ペテロはこう教えています。 

1 ペテロ 4：12～13 愛する者たち。あなたがたを試みるためにあなたがたの間で燃えさか

る試練を、何か思いがけないことが起こったかのように、不審に思ってはいけません。む

しろ、キリストの苦難にあずかればあずかるほど、いっそう喜びなさい。キリストの栄光

が現れるときにも、歓喜にあふれて喜ぶためです。 

クリスチャンが通過する苦難は、 贖罪のための苦難ではありません。贖罪はすべてキリ

ストによってのみ完成しました。私たちが通過する苦難は、「この世」との戦いという苦

難です。苦難があるのは、神から愛されていないからではありません。むしろ、苦難は栄

光への道をたどっていることの証拠なのです。 キリストの共同相続人として苦難の道を

たどっているという事実が、私たちを「栄化」へと導きます。栄光の未来を待ち望む人

は、苦難さえも喜ぶことができる信仰へと導かれるのです 

この降誕節、天の御位を捨てて、私たちを神の子どもへと回復するために地上に生まれてく

ださった御子イエスキリストに思いを巡らしつつ、御霊に導かれて歩みましょう。 

 

クリスマスに一人でも多くの方がこの良き知らせに応答できますように。 


